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【ストーリー】

保ڗ　 12（1727）年、藤江۽ཅ（྿）によっ
てهされたh 播भ赤穂ࢤ܊ はɦ、旧赤穂܊（赤穂市、
૬生市、上܊町）における、主に中世以߱の歴史
をهした地ࢽである。
　ςʔϚは、赤穂܊の庄ڷ、領主、城ֲ、町割・ॾ村、
川ے、道ے、古城、古・古人、神社、ֳ、土࢈、
風ଏに分かれており、昔の村、城や城下町の様ࢠ、
地形、時の神社ֳなどが、どのような࢟であっ
たのか、ৄ細にهされている。

　 300 年前にॻかれた「現ࡏ」のه。そこ
にࡌهされたものの多くが、現ࡏも残されている
ことに気づく。
　たとえ、区ը整理や΄場整備が行われた場所で
あっても、旧֗道の多くはมわりなく見ることが
できる。また社寺をはじめ、地名にいたっては
その多くが残されており、300 年前とมわら͵
風景、景؍、社寺、地名が多く残っていることを
。えてくれるڭ

地域を越えた歴史文化の視点

32．江戸時代の赤穂を歩く－『播州赤穂郡志』の世界
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「播भ赤穂ࢤ܊」で
された旧河道ه
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明治 39～ 40 年に地
ଌྔ෦が発行した地形ਤ
にࡌهされ、現ࡏも֬ೝ
できる道

項目名は藤江熊陽 1727『播州赤穂郡志』に記載の名称。（　）内は現在の名称。 の  ͜ͱຌྫ
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